
倉敷市水道事業経営審議会
（第３回）

日時：令和４年３月１７日（木）午後２時～

場所：水道局３階大会議室
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（１）水道管の凍結防止対策

令和 ４年 ３月１７日

水道管理課長 鷲尾 治彦 2



前年度（令和３年１月）の啓発活動

マンションへポスター

広報くらっぴぃ 市HPトップ掲載

広報車による注意喚起

空家止水栓閉栓
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前年度（令和３年１月）の寒波の被害状況

 １月７日～１１日にかけて最低気温が－３℃を下回
った

 問合せ件数：４６８件 （うち水道管の破裂：３５３件）
※集計期間1月7日~1月12日

状況

年度 問合せ件数

平成22年度 636

平成27年度 536

令和2年度 468
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今年度（令和３年度）の凍結防止対策（１）

公用車ステッカー のぼり旗

水島臨海鉄道 公共施設・ゴミステーション
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今年度（令和３年度）の凍結防止対策（２）

マニュアル策定 マスコミ出演

倉敷駅での啓発活動

玉島テレビ

倉敷ケーブル
テレビ

FMくらしき

検針時に啓発

水道使用量のお知らせの通信欄に
気温の目安や、凍結対策方法を記載
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今年度（令和３年度）の凍結防止対策（３）

動画は👆のQRコードへ
YouTubeが開きます



凍結箇所の位置情報記録

山地部

凍結被害箇所
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令和４年３月１７日

水道総務課課長主幹（兼）

企画検査室長 小河原 昌弘

（２）Web版広報くらっぴぃ
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Web版広報くらっぴぃ作成
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＜くらしき水道ビジョン-2019-＞

〇積極的な情報提供を行い、お客様の声に耳を傾けることが必要

〇より多くのお客様にタイムリーな情報を提供できるよう、年齢層やライ

フスタイルを考慮した新たな情報提供手段を検討

広報くらっぴぃ

YouTube

Twitter

ホームページ

従
来
の
広
報
ツ
ー
ル

新
た
な
広
報
ツ
ー
ル

Web版

広報くらっぴぃ
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第１号の内容（令和４年３月公開）

↑ Web版
広報くらっぴぃ
QRコード



Web版広報を活用した広報活動の強化
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水道局から
情報発信

お客様
知る・学ぶ

お客様
行動変容

広報紙・ホームページ・SNSなどに加え
ウェブページの作成

水道について知る・学ぶ機会の提供
子ども（小学４年生）の学習ツールに

水道水の大切さ，おいしさ，安全性を理解し
直接飲用，節水，備蓄などの実践 直接飲用率UP

Web版
広報くらっぴぃ

発行
（年１回程度）

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で

ニ
ー
ズ
の
把
握

Web版広報くらっぴぃの発行により情報提供度UP

関心をもってもらいインターネットアクセス数UP

アンケート
情報収集
割合UP

備蓄・ため置き率UP



（３） 令和４年度倉敷市水道事業会計予算

令和４年３月１７日

水道局副参事（兼）

水道総務課長 大森 良司
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水道事業について

企業の経営成績や財政状況を明らかにするため，民間企

業と同様の企業会計方式を採用しており，事業に必要な経

費は，経営に伴う収入である水道料金収入をもって充てる

という独立採算制を原則に経営を行っています。

その予算は，収益的収入及び支出と資本的収入及び支出

の２本立てとなっています。
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収益的収支 水道水をつくり，家庭などに送り届けるための収入と支出

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

支出

７９.１
億円

収入

９４.６
億円

お客さまからいただく水道料金
７６.０億円

水道利
用加入
金など
９．１
億円

その他
９.５
億円

浄水場で水道水
をつくる費用な
ど ２４.４億円

施設の維
持管理や
送水する
費用
１０.４
億円

メーター検針や
料金収納の費用
７.０億円

事業全般に係る
費用 ４.３億円

国などからの借入金
利息支払 ２.２億円

資産の更新費用（減
価償却費など）
３０.８億円

差引利益
１５.５億円

15



資本的収支 水道施設を整備・更新するための収入と支出

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

支出

６４.８
億円

収入

２０.９
億円

水道施設をつくるた
めの国などからの
借入金 １７.０億円

工事
負担金
など
３．９
億円

不足額 ４３.９億円

※不足額は，施設の減価償却費など内部留保資金で
補てんします。

国などからの
借入金元金
返済
１２.４億円

水道施設を建設したり，
老朽化した施設を新しく整備する費用 ５２.４億円
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施設整備に係る予算

 管路の耐震化 約３３億円
● 水江地内配水管改良工事 ３億２，６００万円

 応急給水拠点整備
● 耐震性貯水槽整備 １億１，０００万円

 老朽施設の更新 約１２億円

● 宇野津配水池造成工事 ２億１，０００万円
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（４）耐震性貯水槽の整備

令和４年３月１７日

水道建設課長代理 野上 智俊 18



耐震性貯水槽とは？

地震等の非常時に水道水を確保できる貯水槽
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構造形式と容量
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ステンレス鋼製
（地上式）

鋼製
（地下式）

※イメージ写真



設置場所
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＜予定地＞

・ 倉敷運動公園

・ 水島緑地福田公園

〇中山運動公園

〇新倉敷駅南公園

・ マービーふれあい

センターなど

＜望ましい場所＞

・ 工事，維持管理，応急給水

が容易に行える広さ

・ 既設の配水系統に影響を

与えない位置

・ 貯水槽より下流側に一定の需要

があり，水質劣化を防止できる

・ 人口密度が高い地域など水需

要が多い場所の周辺

〇は，発注済分



付帯設備
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給水スタンド 給水パック

防災倉庫（感震機能付きキーボックス）案内看板・説明看板

手動ポンプ

防
災
倉
庫
の
設
備

※イメージ写真



 

(５)倉敷市議会１１月定例会 水道局関連の一般質問答弁 

 

１１月定例市議会 水道行政について 

耐震化の状況，管路工事事業者の減少，技術継承，凍結対策 

〇10月に発生した和歌山市の紀の川に架かる水管橋の崩落事故

等水道管の老朽化が進む中で，基幹管路の耐震化の現状につい

ての質問に対し，令和2年度末現在で，耐震適合率は40.5％で，

全国平均と同程度であるが，くらしき水道ビジョン２０１９の

目標である令和10年度末までに55％を達成したい。 

〇管路工事を行う工事事業者が減少しているようだが，その対

策についてどう取り組むのかの質問に対し，工事の事業量を確

保しつつ，設計施工一括方式の導入とともに管路事業者へ事業

環境についてのアンケートや意見交換等を行うことで，水道工

事の担い手不足の解消に繋げたい。 

〇水道局は危機管理部署として大きな役割を担っているが，人

事異動や退職などにより蓄積された専門的知識や経験が喪失し

ないようにどのような取組を行っているのかとの質問に対し，

令和3年度から水道局職員が講師となり，職員の経験年数に応じ

た内部研修を行い，専門的な知識の習得を図るため派遣研修，

水道事例発表会での意見交換等により，専門知識の習得や技術

の継承を行い水道事業を支える職員の育成を図る。 

〇令和3年1月の寒波を受けて，冬の到来に伴う水道管の凍結や

破裂対策ついてどのように取り組むのかとの質問に対し，今年

度の新たな取組として，公用車へのマグネットシート，SNS（

Twitter）などを活用した注意喚起，凍結防止対策動画の公開な

どにより，凍結による水道管の被害のさらなる減少に努めてま

いりたい。 

 


